  北海道旭川市から 
市民に訴え運動を盛り上げていきたい

村 岡  あつ子（旭川市議会議員）

北海道旭川市に住む村岡あつ子と申します。旭川でのフッ素洗口状況についてお知らせいたします。
私が調査した結果ですが、市内37施設の私立幼稚園、認可、公立保育所の2856人の児童が14年前からフッ素洗口を実施し、現在も継続しています。旭川市が補助金100万円を旭川歯科医師会に出しており、その金額の中で実施しています。
しかし、補助金の内訳を調査したところ、使用が明確でない項目があり、保健所から歯科医師会に問い合わせたところ、納得のいく回答はありませんでした。今後も引き続き、調査する必要がありそうです。
2009年度第１回定例会でフッ素洗口の質問をする予定でしたので、フッ素の安全性、危険性、保護者への情報の提供などを歯科医師会に問い合わせましたが、「安全だ」の一点張りで、かえって不信感が芽生えました。37施設を担当している歯科医に、自分自身も含め家族もフッ素洗口を実施しているのか確認したところ、15人の歯科医はしていないと回答しました。
この答を聞いて、歯科医もフッ素の安全性について疑問をもっているのではないかと疑いました。あまりにも無責任極まりない歯科医師会に腹がたち、何も知らされずにフッ素洗口をしている子どもたちの健康を一日でも早く考える行動を起こさなければならないと痛感しています。
旭川市内の歯科医のなかにはフッ素洗口に反対を唱える歯科医もいますので、今後連携をとり、広く市民に訴える運動を盛り上げていく予定です。
全国のフッ素洗口反対運動を続けている多くの仲間のお力をぜひ貸して下さい。お願いいたします。









